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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】人間が万一、刃物、銃弾等の危険な場面に遭遇
した場合、ポンチョに危険性を回避できる防護具も兼ね
る新聞、雑誌を着脱自在に収納し、かつ浮き袋的な機能
もあり、しかも平常は運搬的に機能する収納ポケットを
設けたポンチョを提供する。
【解決手段】ポンチョ、チョッキ等の本体に頭挿入口９
を有し、少なくとも正面部、所謂、胸側、または背面部
、背中の一面部に防護具として機能する新聞や雑誌等を
収納し、かつ浮き袋としても役立つ収納ポケット６を設
け、収納ポケット間に硬物質を内蔵させ、収納ポケット
に開閉具を装着すると共に、正面部、背面部の両側に着
脱容易な接続具１１を設けた構成とし、新聞や雑誌の置
き忘れの防止、及び万一の危険な状態に遭遇した際の回
避策として新聞、雑誌のもつ貫通防止機能で身体的の安
全を確保でき、しかも防弾チョッキ、および浮き袋とし
ても役立ち、その上、安価な構成とした。
【選択図】図１
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【実用新案登録請求の範囲】
【請求項１】
　　　ポンチョ本体の少なくとも正面部に，防護具も兼ねる新聞紙や雑誌を収納できると
共に、又は浮き袋も兼ねる収納ポケットを設けたことを特徴とするポンチョ。
【請求項２】
　　　収納ポケットの両端部間に硬物質を設けたことを特徴とする請求項１記載のポンチ
ョ。
【考案の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　　　本考案は、人間が万一、刃物、銃弾等の危険な場面に遭遇した場合、ポンチョに危
険性を回避できる防護具も兼ねる新聞、雑誌を着脱自在に収納し、かつ浮き袋的な機能も
あり、しかも平常はその運搬的な機能する収納ポケットを設けたポンチョに関するもので
ある。
【背景技術】
【０００２】
　　　従来の一般的な用途のポンチョ、ベスト、チョッキ等のポケットは、収納する大凡
、目的物に応じた大きさで、使用しやすい場所にポケットを設けていた。（例えば、特許
文献１参照）
　また、防弾チョッキ等の特殊用途のチョッキ等においては、軽さ、強度の関係で例えば
、チタン等の特殊材料の金属繊維、炭素繊維等で構成されているため高価となり、普通の
用途では使用し難い課題があった。（例えば、特許文献２参照）
【特許文献１】　特開平１１－１２４７１４号公報　特開２００７－３１２７１２号公報
【特許文献２】　特開平１１－２３０６９６号公報　特開２００４－３１７１１３号公報
【考案の開示】
【考案が解決しようとする課題】
【０００３】
　　　人が移動の際、手に新聞や雑誌を持つと、急な危険防止策等においては、動作に安
定性を欠く課題があった。しかも、移動の際に一寸、途中で休憩等したりすると、新聞、
雑誌等は、置き忘れることが日常飯事である。さらに、通り魔や急な暴漢に遭遇した際は
、心臓等の急所に何らの防護具もなく、危害を招くことが多々ある。また、特殊な用途の
防弾チョッキ等は、チタン繊維、炭素繊維等の高価な材料で構成してあるため、経済的に
負担が大きい不利があった。さらに、河川や海等の水の中に落ちた際などに浮き袋として
も機能するものは無かった。
【課題を解決するための手段】
【０００４】
　　　　本考案は、ポンチョ、チョッキ等の本体の少なくとも胸、或いは背中の一面部に
防護具も兼ねる新聞、雑誌等を収納し、かつ浮き袋としても機能する収納ポケットを設け
、新聞や雑誌の置き忘れの防止、及び万一の危険な状態に遭遇した際の回避策として新聞
、雑誌のもつ貫通防止機能で身体的の安全を確保でき、しかも安価に構成できる特徴があ
る。さらに、特殊な用途の防弾チョッキとしての兼務も何ら仕様を変更せずに安価に、か
つ雑誌等の楽しみも内蔵して使用できる特徴のポンチョを提供することができる。また、
ポンチョ等の収納ポケットの間に硬物質をポンチョの素地に埋め込む等の手段で一体に介
在させることにより、全体的な身体的安全性を確保できる利点がある。
【考案の効果】
【０００５】
　　　　上述したように、ポンチョの少なくとも一面部に防護具として機能することもあ
る新聞、雑誌等を収納し、かつ浮き袋としても役立つ収納ポケットを設け、かつ、収納ポ
ケット端部間に硬物質をポンチョ生地と一体に介在させ、着やすく、かつ安価で、しかも
新聞、雑誌等の楽しみを持てると共に、これらの置き忘れも無くなり、その上、万一の危
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険に際しても防弾等の防護具、浮き袋として身体的安全性を確保することもできる大きな
特徴がある。
【考案を実施するための最良の形態】
【０００６】
　　　　以下に、図面を用いて本考案に係るポンチョの一実施例について詳細に説明する
。即ち、図１はポンチョを展開して示す正面図であり、１はポンチョで胸側の正面部２と
背中側の背面部３と両側面部４から構成し、その生地５に収納ポケット６を複数段設けた
場合を示し、収納ポケット６は防護具としても機能する新聞、雑誌αを収納できる大きさ
、空間を有する構成である。なお、収納ポケット６は、少なくとも正面部２に一段、設け
るものであり、図１に示すように目的に応じて複数段、かつ上記したように両面に設ける
場合もある。また、収納ポケット６は、空気を内蔵できる構造のため、万一の際の浮き袋
としても役立つものである。
【０００７】
　　　　さらに、詳細に説明すると、図２（ａ）、（ｂ）は、ポンチョ１を人体（図示せ
ず）に装着した場合の平面図である。図（ａ）は収納ポケット６を閉じた状態、図（ｂ）
は開いた状態を示す平面図である。また、収納ポケット６は開口７が開閉可能な開閉具８
、例えば面ファスナー、ファスナーを設けてあり、新聞、雑誌等αの脱落を防止している
。９は頭挿入口で生地５に形成したものであり、腕挿入口１０はポンチョ１を人体に装着
した際に構成されるものである。１１は接続具であり、生地５の正面部２と背面部３を人
体にポンチョ１を装着した際に連結するものであり、具体的にはファスナー、ボタン等を
用いる。
【０００８】
　　　　図３は、人体に装着したと仮定した状態でのポンチョ１の側面図であり、図（ａ
）は収納ポケット６の開閉具８を閉じた状態を示し、図（ｂ）は収納ポケット６の開閉具
８を開いた状態を示す側面図である。
【０００９】
　　　　また、図４は図５におけるＡ－Ａ線での断面図であり、収納ポケット６間に設け
て、正面部２，背面部３の弱点を硬物質１２で強化して安全性を確保した構成である。な
お、硬物質１２は、生地５を複数層積層したもの、或いはメッシュ状の金属繊維シート、
又はメッシュ状の強化プラスチックシートを複数枚内蔵して介在させる構成とすることも
できる。
【００１０】
　　　　次ぎに、本考案に係るポンチョ１を図５に示すように人体βに装着する。先ず図
１に示すような展開状のポンチョ１の頭挿入口９を頭から挿入して図５に示しように装着
し、両側の接続具１１を連結するとポンチョ１の人体βへの装着が完了する。勿論、図示
しないがポンチョ１を人体βから取り外すには、上記の逆の行程を行えばよい。
【００１１】
　　　　以上説明したのは、本考案に係るポンチョの一実施例であり、収納ポケットを多
数個形成すること、或いは正面部２の殆どを覆う収納ポケット１個で構成することも可能
である。
【図面の簡単な説明】
【００１２】
【図１】本考案に係るポンチョの一実施例を展開して示す正面図である。
【図２】本考案に係るポンチョを人体に装着したと仮定して示す平面図であり、図（ａ）
は収納ポケットを閉じた状態を示し、図（ｂ）は、収納ポケットを開いた状態を示す。
【図３】本考案に係る本考案に係るポンチョを人体に装着したと仮定して示す側面図であ
り、図（ａ）は収納ポケットを閉じた状態であり、図（ｂ）は収納ポケットを開いた状態
を示す。
【図４】本考案に係るポンチョで図５のＡ－Ａ線での断面を示す断面図である。
【図５】本考案に係るポンチョを人体に装着した際の一実施例であり、図（ａ）は正面図
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であり、図（ｂ）は背面図である。
【符号の説明】
【００１３】
　　１　ポンチョ
　　２　正面部
　　３　背面部
　　４　側面部
　　５　生地
　　６　収納ポケット
　　７　開口
　　８　開閉具
　　９　頭挿入口
　　１０　腕挿入口
　　１１　接続具
　　１２　硬物質
　　　α　新聞、雑誌
　　　β　人体

【図１】 【図２】
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